
【地域フォーラム報告】

医療が変わる！
医療安全全国共同行動
“いのちをまもるパートナーズ”いのちをまもるパ トナ ズ

鹿児島フォーラム鹿児島フォーラム

日 時：平成２２年４月２４日（土） １３時～１７時３０分
会 場：鹿児島大学鶴陵会館 大ホール

鹿児島フォーラム実行委員会
＜実行委員会＞

・鹿児島大学医学部歯学部附属病院 高松英夫

・独立医療法人国立病院機構南九州病院 福永秀敏・独立医療法人国立病院機構南九州病院 福永秀敏

・独立医療法人国立病院機構鹿児島医療センター

山下正文

・鹿屋健康プラザセンター 日高史朗

・社団法人鹿児島共済会南風病院 西俣寛人

・出水郡医師会阿久根市民病院 田辺 元

・総合病院鹿児島生協病院 馬渡 耕史

・川内市医師会病院 丸古 臣苗

医療安全全国共同行動２周年記念フォーラム(2010-5-15) 
田畑千穂子氏（鹿児島大学医学部歯学部附属病院）（無断転載不可）



プログラム概要
■１３時

実行委員長挨拶 鹿児島大学病院長 高松 英夫
来賓挨拶 九州厚生局健康福祉部長 野本 宏

鹿児島県医師会長 池田 琢哉

■基調講演 13時15分～13時45分

開催日：平成２２年４月２４日（土）
時 間：１３時～１７時３０分（受付開始１２時３０分から）
会 場：鹿児島大学鶴陵会館
参加費：１０００円（資料代等）

鹿児島フォーラム
医療が変わる！
医療安全全国共同行動
“いのちをまもるパートナーズ”

鹿児島フォーラム

■基調講演 13時15分～13時45分
演題「医療安全全国共同行動がめざすこと」 佐賀大学総合診療部科長 小泉 俊三

■13時45分～16時
「４つの行動目標について 推奨する対策の説明と取組事例の紹介」

１．危険薬の誤投与防止（13時45分～14時15分 ）
講師：鹿児島大学病院 薬剤部副部長 下堂園 権洋
事例発表： 鹿児生協病院 医療安全管理室 看護主任 堀之内 ルミ

２．医療機器の安全な操作と管理（14時15分～15時15分）
a）輸液ポンプ・シリンジポンプ（14時15分～14時45分）
講師：武蔵野赤十字病院 杉山 良子
事例発表：鹿児島医療センター 医療安全管理室 看護師長 東 幸代

b）人工呼吸器 （14時45分～15時15分）
講師：鹿児島大学 集中治療部副部長 垣花 泰之
事例発表：南九州病院 医療安全管理室 看護師長 前田 初子

（休憩）
３．患者・家族の医療参加（15時30分～16時）

患者図書室のつくりかた 講師：東邦大学医学メディアセンター 次長 山口 直比古
患者誤認対策 事例発表：阿久根市民病院 医療安全管理室長 木山 淳子

■特別講演 （16時～17時）

お 願 い

職員がお尋ねしましたら、お名まえを
フルネームでお答えください

きくこさんゆうぞうさん

ありがとうございました

何度も聞いて
ごめんなさい

知っている仲でも
確認させてね！

患者さんの確認について

患者図書室

テーマ：静脈血栓塞栓症 －医療安全全国共同行動の行動目標２とガイドラインへの対応－
講 師：近畿大学医学部附属病院 安全管理部医療安全対策室副室長 保田 知生

■17時10分 閉会の挨拶
「これからの医療安全全国共同行動について」 九州大学大学院医学研究院 鮎澤 純子

※当セミナーは、医師生涯教育講座の単位が認定されます。

申し込み方法
別紙参加申込み書に必要事項を記入のうえ、申し込んで下さい。
医療安全共同行動 鹿児島フォーラム実行委員会事務局
８９０－８５２０ 鹿児島市桜ヶ丘八丁目三五番一号
電話：０９９－２７５－５１４８ （医療安全管理係）

主催 医療安全共同行動 鹿児島フォーラム実行委員会
共催 医療安全全国共同企画委員会

鹿児島県 鹿児島県医師会 鹿児島県歯科医師会 鹿児島県薬剤師会
鹿児島県病院薬剤師会 鹿児島県看護協会 鹿児島県放射線技師会
鹿児島県臨床検査技師会 鹿児島県臨床工学士会 鹿児島県歯科衛生士会
日本シャーウッド株式会社 テルモ株式会社 日本光電九州株式会社

日 時：平成２２年４月２４日（土） １３時～１７時３０分
会 場：鹿児島大学鶴陵会館 大ホール

鹿児島市桜ケ丘８丁目３５－１番地（099-275-5111）

主催 医療安全共同行動 鹿児島フォーラム実行委員会
共催 医療安全全国共同企画委員会

鹿児島県 鹿児島県医師会 鹿児島県歯科医師会 鹿児島県薬剤師会
鹿児島県病院薬剤師会 鹿児島県看護協会 鹿児島県放射線技師会
鹿児島県臨床検査技師会 鹿児島県臨床工学士会 鹿児島県歯科衛生士会
日本シャーウッド株式会社 テルモ株式会社 日本光電九州株式会社

参 加 者 状 況

８０施設

（当日受付を含み

事前申し込み
（当日受付を含み

102施設）
２５９名

参加者342名

来賓等受付

31名

当日受付

５２名
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【鹿児島フォーラム報告】

鹿児島フォーラム実行委員長 挨拶
鹿児島大学病院 病院長 高松英夫

来来 賓賓 挨挨 拶拶

【鹿児島フォーラム報告】

基調講演

鹿児島県医師会
池田琢哉医師会長

九州厚生局健康福祉部長
野本 宏

佐賀大学総合診療部科長
小泉 俊三

１．危険薬の誤投与防止
２．周術期肺塞栓症の防止
５．医療機器の安全な操作と管理
８．患者・市民の医療参加

「患者図書室のつくりかた」パネル展
日本看護協会より提供
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４つの行動目標の講演と事例４つの行動目標の講演と事例
１．危険薬の誤投与防止

・危険薬の標準化
・救急カートの整備
・類似品の警告と区部
注射指示の見直し

＜救急カートの整備＞
・蘇生5分以内に使用する
14種類に絞る

・血液ガスキットの導入
・ヘパリンナトリウムを外す

講師：鹿児島大学病院
薬剤部副部長下堂園権洋

事例発表：鹿児生協病院
医療安全管理者 堀之内 ルミ

・注射指示の見直し パリンナトリウムを外す
・シンビットは輸液ポンプ

２．医療機器の安全な操作と管理 １）輸液ポンプ・シリンジポンプ

・事故発生要因
・安全なマン・マシン

・新人教育
・集合教育

講師：武蔵野赤十字病院
医療安全管理者 杉山 良子

事例発表：鹿児島医療センター
医療安全管理者 東 幸代

安全なマン マシン
システムの構築

・教育の教材
・具体的な実技演習
（役割ローテーション）

集合 育
・指導評価表と実際
・機器の中央管理
・事故報告の低減

４つの行動目標の講演と事例４つの行動目標の講演と事例
２．医療機器の安全な操作と管理

・人工呼吸器の種類
・確実な保守点検
・人工呼吸器作動
確認チェック表活用

２）人工呼吸器

・人工呼吸器関連事故
・生体情報モニターの装着
パルスオキシメーター
パプノメーター

講師：鹿児島大学
集中治療部副部長 垣花 泰之

事例発表：南九州病院
医療安全管理者 前田 初子

・生体モニターの装着
・事故分析

パプノメーター
・アラームの対応

３．患者・家族の医療参加
患者図書室のつくりかた
どうや て患者図書室を

＜患者誤認対策＞
・患者誤認内部調査

・どうやって患者図書室を
つくるの？

・癒しの場としての患者図
書室

・患者図書室の紹介

講師：東邦大学医学メディアセンター次長
山口 直比古

事例発表：阿久根市民病院
医療安全管理者 木山 淳子

委員会発足
・検証からの問題点
・職業倫理教育
・患者確認業務監査
・16.7%⇒0.17％
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具体的な深部静脈血栓の解説はとてもわかりやすく、
多くの参加者に「驚き」を持って受け止められ、静か
か過ぎるほどの会場となっていた

４．特別講演の『静脈血栓塞栓症防止』

－医療安全全国共同行動の行動目標２と
ガイドラインへの対応－

近畿大学医学部附属病院
安全管理部医療安全対策室副室長 保田知生

今後の展開

○たとえキャンペーン期間が終わっても、

やるべきことをやっていかなければならない！やるべきことをやっていかなければならない！

やるべきことを普及させていかなければならない！

○・・・そして、（多分）終わらない！

九州大学大学院医学研究院 鮎澤 純子

患者図書室に関するアンケート結果
アンケート204名（回収率56.49％）

【鹿児島フォーラム報告】
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わかりやすい内容で好評
共同行動への期待が高まる

●「医療職1年目で参加させていただきましたが、とてもわか
りやすく 患者様・及び医療者自身に対しても安全への取りやすく、患者様・及び医療者自身に対しても安全への取
り組みの大切さがわかりました。これからフォーラムに参
加される方がさらに多くなり活動がより広まっていけばと
思います」

● 素晴らしい活動だと思いました。何らかの形で自分もこの
フォーラムや共同行動に参加したいと思いました。今回の
フォーラムの先生方も素晴らしく、来てよかったです。フォ ラ 先生方も素晴らしく、来 よか た す。

● いろいろな先生方の講演がわかりやすく理解できた。輸液ポ
ンプ、人工呼吸器や今行いたいことや肺塞栓の病態など病院
で生かしたい。

● 100床以下の病院で機能評価を受けていない施設では全くと
言って安全管理が整っていない施設もある。共同行動からの
働きかけをお願いしたい。

鹿児島フォーラム鹿児島フォーラム
実行委員・協力委員・ボランティアの皆様実行委員・協力委員・ボランティアの皆様
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＜実行委員＞
・鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 医療環境安全部

ゼネラルリスクマネジャー 田畑千穂子・前野さとみ
元ゼネラルリスクマネジャー 寺内 聖子

・独立医療法人国立病院機構南九州病院 医療安全管理室 前田初子
・独立医療法人国立病院機構鹿児島医療センター 医療安全管理係長 東 幸代
鹿屋健康プラザセ タ 医療安全対室 荻原登美子・鹿屋健康プラザセンター 医療安全対室 荻原登美子

・社団法人鹿児島共済会南風病院 有田裕子
・出水郡医師会阿久根市民病院 医療安全管理室 木山淳子・中原和美・松原由紀
・総合病院鹿児島生協病院 医療安全管理室 堀之内ルミ
・川内市医師会病院 別府晴美

＜協力委員：鹿児島大学病院＞
医務課 水流添茂登 和田靖弘 岩坪 博・医務課 水流添茂登・和田靖弘・岩坪 一博

・総務課 石橋克彦 ・西﨑 龍平
・総合司会 喜島 祐子
・ボランティア 福田ゆかり・山野 恵・上野裕子・茂見茜里・上片平恵・南枝里

下田平貴子・福重雅美・鉛山光世
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